
23 222014.3.1

　
☎

　

小
・
中
学
生
が
入
院
す
る
際
の

医
療
費（
健
康
保
険
が
適
用
と
な

る
診
療
の
み
）の
、
自
己
負
担
額

を
助
成
す
る
「
子
ど
も
入
院
医
療

費
助
成
」
の
助
成
方
法
が（
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
）変
わ
り
ま

す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、
後
日

申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ
る
償
還
払

い
方
式
か
ら
、
窓
口
で
の
支
払
い

が
無
料
と
な
る
現
物
給
付
方
式
に

な
り
ま
す
。

市
内

に
住
所
が
あ
り
、
小
・
中
学
生
を

養
育
す
る
保
護
者

※
他
市
町
村
助
成
制
度
の
対
象
者

は
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

▼
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
児
童

の
保
護
者
の
所
得
が

に

定
め
る
額
以
上
の
場
合

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
入

院
し
た
際
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
分（
保
険
診
療
分
）が
現
物
給
付

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す（
入
院

時
の
食
事
療
養
費
や
容
器
代
、
診

断
書
代
な
ど
の
保
険
診
療
以
外
の

も
の
、
学
校
で
の
ケ
ガ
に
よ
る
災

害
共
済
給
付
の
支
給
対
象
に
な
る

医
療
費
は
助
成
の
対
象
外
）。
心

身
障
害
者
医
療
費
や
母
子
・
父
子

家
庭
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
支

給
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
差

し
引
い
て
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
21
年
７
月
１
日
以
降
に
入

院
し
対
象
と
な
る
人
は
、
医
療
費

を
支
払
っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
は

申
請
可
能
で
す
。
助
成
方
法
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
償
還
払
い
方
式

と
な
り
ま
す
。（
期
間
を
超
え
た

場
合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）

子
ど
も
入
院
医

療
費
は
、
次
の
よ
う
に
助
成
し
ま

す
。

❶
医
療
機
関
へ
の
入
院
が
決
定
し

た
時
に
、
各
総
合
支
所
市
民
課
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
る
「
子
ど
も

入
院
医
療
費
受
給
資
格
登
録
申

請
」
を
市
へ
提
出
し
ま
す
。

❷
後
日
、市
か
ら
交
付
さ
れ
た「
子

ど
も
入
院
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
を
保
険
証
と
と
も
に
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。

❸
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
機
関
窓

口
で
本
証
を
提
示
し
な
か
っ
た
場

合
や
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し

た
場
合
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
償
還
払
い
に
よ
る
助
成
に
な
り

ま
す
。

次
の
書
類

を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
総
合
支

所
市
民
課
に
登
録
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
が
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
▼
保
護

者
名
義
の
通
帳
の
写
し（
普
通
預

金
口
座
）▼
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
以

外
）▼
全
国
健
康
保
険
協
会
以
外

の
社
会
保
険
の
人
は
登
録
申
請
書

中
「
付
加
給
付
に
関
す
る
証
明
」

欄
に
、
勤
務
先
の
事
業
所
か
ら
の

証
明
▼
当
該
年
ま
た
は
前
年
の
１

月
１
日
に
住
所
が
市
外
に
あ
っ
た

場
合
は
、
前
住
所
地
の
交
付
し
た

所
得
証
明
書（
扶
養
人
数
が
分
か

る
も
の
）

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）　
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平
成
26
年
春
季
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
・
市
消
防
署
で

は
、
次
の
４
項
目
を
重
点
目
標
に

掲
げ
、
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

 

❶❷❸❹
　　

皆
さ
ん
は
、
火
災
の
怖
さ
を
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

市
内
で
は
、
平
成
25
年
の
１
年

間
で
60
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
年
末
に
は
３
件
の
建
物
火
災

が
連
続
発
生
し
、
４
人
も
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、

家
庭
に
潜
む
危
険
を
事
前
に
発
見

し
、
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

◉

❶
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
際
は
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

❷
こ
ん
ろ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

❸
換
気
扇
や
壁
、
魚
グ
リ
ル
な
ど

は
定
期
的
に
清
掃
を
し
ま
し
ょ

う
。

◉❶
灰
皿
に
吸
殻
を
た
め
ず
に
、
定

期
的
に
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

❷
た
ば
こ
は
、
布
団
や
ベ
ッ
ド
の

上
で
は
絶
対
に
吸
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

❸
吸
殻
は
、
完
全
に
火
が
消
え
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
捨
て

ま
し
ょ
う
。

◉

　
　
　
　
　

　

今
回
の
火
災
で
焼
死
者
が
出
た

原
因
は
、
火
災
発
生
に
気
づ
く
の

が
遅
れ
、
煙
を
多
量
に
吸
い
込
み

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査

の
結
果
、
焼
死
者
が
出
た
３
件
と

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し

た
。
死
傷
者
を

な
く
す
た
め
に

は
、
火
災
発
生

に
い
ち
早
く
気
付
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

◉
　

火
災
か
ら
大
切
な
家
族
の
命
を

守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
適
切（
各
寝
室
、
台
所
、
階
段

の
上
）に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

市
消
防
本
部
予

防
課
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